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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
少
年
は
歩
む

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
３
７
７
Ａ

【
作
者
名
】

　
煉

【
あ
ら
す
じ
】

　
最
終
兵
器
彼
女
の
、
キ
ャ
ラ
の
独
白
で
す
。
シ
ュ
ウ
ジ
か
ら
始
め
ま
す
。
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「
・
・
・
・
僕
達
は
恋
し
て
い
く
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ち
せ
？

こ
こ
は
、
ど
こ
な
ん
だ
？

な
ん
だ
・
・
僕
以
外
、
何
に
も
無
い
。

ち
せ
？

ち
せ
？

あ
れ
・
・
ち
せ
っ
て
誰
だ
っ
け
？

「
ち
せ
は
オ
レ
の
彼
女
だ
！
」
　

・
・
あ
あ
随
分
昔
に
そ
ん
な
事
を
言
っ
た
気
が
す
る
。

オ
レ
達
・
・
ず
っ
と
一
緒
だ
っ
て
。

じ
ゃ
あ
な
ん
で
、
ち
せ
が
い
な
い
ん
だ
？
ず
っ
と
一
緒
な
ん
だ
ろ
、
ち
せ
。

ど
こ
に
い
る
ん
だ
？

ど
こ
い
い
る
ん
だ
？

ど
こ
に
い
る
ん
だ
？

「
シ
ュ
ウ
ジ
！
！
」

声
、
が
聞
こ
え
た
。

て
き
て
や
っ
つ
で
も
、
ち
せ
の
声
じ
ゃ
な
い
。

も
う
少
し
甲
高
く
て
・
・
男
勝
り
な
・
・
・

「
ア
ケ
ミ
！
？
」

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
幼
馴
染
。
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「
ど
う
し
た
の
さ
！
！
浮
か
な
い
顔
し
て
っ
！
」

「
ア
ケ
ミ
こ
そ
、
な
ん
で
出
て
く
ん
だ
よ
！
い
き
な
り
っ
！
！
」

「
あ
ん
た
ら
の
恋
を
応
援
し
よ
う
と
、
わ
ざ
わ
ざ
出
て
き
て
や
っ
て
ん
の
に
、

そ
れ
が
幼
馴
染
に
捧
げ
る
感
謝
の
言
葉
！
？
」

始
ま
っ
た
。
い
つ
も
の
ケ
ン
カ
。
（
も
う
慣
れ
た
け
ど
）

「
ち
せ
を
泣
か
し
た
ら
許
さ
な
い
か
ら
ね
！
！
」

「
泣
か
せ
て
ね
ー
よ
！
！
」

「
嘘
は
マ
ン
ネ
リ
の
始
ま
り
だ
か
ん
ね
！
！
シ
ュ
ウ
ジ
！
」

・
・
そ
れ
を
言
う
な
ら
「
嘘
は
泥
棒
の
始
ま
り
」
だ
ろ
う
。

「
頭
わ
り
ー
な
！
！
そ
ん
な
諺
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
よ
っ
」

「
ジ
ョ
ー
ク
も
通
じ
な
い
の
！
？
ホ
ン
ト
、
バ
カ
っ
」

「
お
前
な
ん
か
に
言
わ
れ
た
く
ね
ー
よ
！
同
じ
女
子
で
も
ち
せ
と
え
ら
い
違
い

だ
な
！
」

「
・
・
・
・
・
・
・
」
ア
ケ
ミ
は
、
一
拍
置
い
た
。

「
ア
ケ
ミ
？
」

「
あ
た
し
と
、
ち
せ
は
違
う
わ
よ
！
！
」

ア
ケ
ミ
は
、
僕
を
一
発
殴
っ
た
。
グ
ー
で
。

「
い
っ
て
ー
！
！
何
す
る
ん
・
・
」

！男
勝
り
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
ケ
ン
カ
腰
の
幼
馴
染
の
目
に
は
、
微
か
に
涙
が

浮
か
ん
で
い
た
。

そ
れ
は
、
あ
の
日
の
包
帯
を
巻
い
た
彼
女
を
連
想
さ
せ
た
。

「
も
う
知
ら
な
い
！
！
」

「
ア
ケ
・
・
・
っ
」
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手
を
掴
む
。
と
た
ん
に
、
彼
女
は
消
え
て
い
く
。

「
ア
ケ
ミ
！
！
」

「
・
・
・
・
・
シ
ュ
ウ
ジ
。
」

「
大
好
き
」

そ
の
時
、
幼
馴
染
は
い
つ
も
と
同
じ
笑
顔
だ
っ
た
。

「
本
当
は
知
っ
て
た
ん
だ
。
あ
い
つ
に
好
き
な
奴
が
い
る
事
」

！
！

景
色
は
変
わ
り
、
懐
か
し
い
校
舎
の
中
に
い
た
。

窓
か
ら
漏
れ
る
草
木
の
香
り
が
香
ば
し
い
。

教
室
を
挿
す
夕
日
は
、
ど
こ
か
切
な
か
っ
た
。

「
・
・
シ
ュ
ウ
ジ
君
？
」

「
ふ
ゆ
み
先
輩
」

僕
よ
り
数
ｃ
ｍ
程
、
背
が
高
い
セ
ミ
ロ
ン
グ
の
穏
や
か
な
印
象
の
女
性
。

「
部
活
終
わ
っ
た
な
ら
、
早
く
帰
ら
な
い
と
駄
目
よ
。
そ
れ
と
、
陸
上
以
外
な

ら
ふ
ゆ
み
先
生
で
し
ょ
う
？
」

「
あ
、
は
い
」

僕
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

ま
だ
、
病
ん
で
い
な
い
「
ふ
ゆ
み
先
輩
」
・
・
・
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戦
争
で
壊
さ
れ
た
「
恋
」
に
病
ん
で
い
た
「
ふ
ゆ
み
先
輩
」
じ
ゃ
な
い

「
ふ
ゆ
み
先
輩
」
。

「
ね
え
、
何
や
っ
て
た
の
？
」

あ
れ
・
・
・
・
僕
、
何
や
っ
て
た
ん
だ
っ
け

ふ
ゆ
み
先
輩
、
僕
、
何
や
っ
て
っ
た
ん
で
す
か
？

「
プ
ラ
モ
？
」

先
輩
の
、
キ
ョ
ト
ン
と
し
た
表
情
で
我
に
返
る
。

そ
う
だ
！
！
僕
の
趣
味
は
っ
！
！

「
す
い
ま
せ
ん
っ
！
！
！
」

遂
、
謝
っ
て
し
ま
う
。

出
来
れ
ば
、
先
輩
に
は
知
ら
れ
た
く
無
か
っ
た
。

こ
ん
な
・
・
・
オ
タ
ク
な
ん
て
呼
ば
れ
て
し
ま
う
・
・
・

で
も
、
先
輩
は
・
・

「
手
伝
お
う
か
？
」

「
へ
？
」

「
完
成
で
き
る
ま
で
、
手
伝
お
う
か
？
」

い
つ
も
の
、
あ
ど
け
な
い
笑
顔
で
笑
っ
た
。

僕
の
机
に
置
い
て
あ
る
の
は
車
の
プ
ラ
モ
。

あ
ま
り
の
ア
ナ
ロ
グ
趣
味
に
、
先
輩
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

け
ど
、
先
輩
は
「
難
し
い
ね
」
と
笑
う
だ
け
で
、
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
と
作
業
を
進

め
て
い
っ
た
。
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ふ
ゆ
み
先
輩
は
不
思
議
だ
。

一
緒
に
い
る
だ
け
で
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
。

ま
る
で
、
「
お
姉
さ
ん
」
と
「
弟
」
と
い
う
感
じ
で
。

す
る
と
、
ふ
ゆ
み
先
輩
は
僕
の
方
を
見
て
に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
。

・
・
・
心
、
読
ま
れ
た
？

「
シ
ュ
ウ
ジ
君
、
モ
テ
モ
テ
だ
ね
」

は
・
・
・
？
先
輩
、
何
で
す
か
。
そ
の
話
題
。

「
ア
ケ
ミ
ち
ゃ
ん
の
友
達
だ
っ
け
？
「
ち
せ
」
ち
ゃ
ん
っ
て
子
が
、
今
日
の
授

業
中
ず
っ
と
シ
ュ
ウ
ジ
君
の
事
見
て
た
よ
」

・
・
・
・
・
・
ち
せ
・
・
・
・
・
・
？

僕
の
手
が
、
先
輩
の
手
に
触
れ
た
。

お
互
い
、
紅
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
シ
ュ
ウ
ジ
君
？
」

「
駄
目
」
だ
。
「
駄
目
」
な
気
が
す
る
。
も
う
一
度
・
・
先
輩
を
「
好
き
」
と

思
っ
た
ら
・
・
。

・
・
ち
せ
。
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先
輩
が
、
あ
ま
り
に
も
・
・
か
わ
い
そ
う
だ
。

・
・
・
ち
せ
。

「
ど
う
し
た
の
？
」

聞
か
な
い
と
い
け
な
い
、
気
が
す
る
。

「
ふ
・
・
ふ
ゆ
み
、
先
輩
」

「
何
？
」

先
輩
の
笑
顔
。

サ
ヨ
ナ
ラ
し
な
い
と
。

「
先
輩
に
・
・
好
き
な
人
、
い
ま
す
か
！
？
」

突
然
す
ぎ
る
ぞ
、
自
分
。

大
丈
夫
な
の
か
？

「
い
き
な
り
・
・
・
何
？
」

そ
う
聞
か
れ
る
よ
な
・
・
普
通
。

で
も
こ
こ
で
、
言
わ
な
い
と
。

「
先
輩
・
・
好
き
な
人
が
い
る
か
ら
、
陸
上
入
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？
」

　先
輩
は
ま
た
、
あ
ど
け
な
く
笑
う
。

た
だ
、
寂
し
く
・
・
・
・

遠
く
を
走
る
「
彼
」
を
見
つ
め
て
。
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「
大
人
に
な
ん
か
な
ら
な
く
て
も
い
い
の
に
。
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

「
シ
ュ
ウ
ジ
？
」

目
の
前
に
は
、
身
長
が
絶
対
叶
わ
な
い
相
手
が
い
た
。

同
時
に
、
強
く
憧
れ
た
人
。

「
テ
ツ
先
輩
・
・
」

よ
く
見
る
と
高
校
の
運
動
場
。

ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活
が
混
雑
し
て
い
る
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
、
こ
ん
な
ト
コ
来
る
な
ん
て
」

僕
に
も
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

「
・
・
い
や
、
暇
だ
っ
た
か
ら
」

先
輩
は
、
僕
の
頭
を
撫
で
る
と
僕
の
隣
に
座
っ
た
。

「
い
い
ん
で
す
か
？
練
習
？
」

「
・
・
ど
ー
も
実
感
わ
か
ね
ー
・
・
」

意
味
不
明
な
事
を
言
い
な
が
ら
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
僕
に
手
渡
し
た
。

僕
も
、
そ
れ
を
飲
む
。

「
シ
ュ
ウ
ジ
・
・
オ
レ
さ
・
・
」

「
は
い
？
」

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
る
事
に
な
っ
た
。
」

思
い
切
り
、
噴
出
し
そ
う
に
な
る
。

「
イ
、
、
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
る
な
ん
て
っ
！
！
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か

！
？
」

「
だ
か
ら
実
感
わ
か
ね
ー
ん
だ
よ
！
！
」

先
輩
は
、
か
な
り
イ
ラ
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
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「
そ
の
せ
い
で
、
や
た
ら
家
族
か
ら
は
期
待
さ
れ
る
し
大
学
受
験
近
い
の
に
朝

か
ら
晩
ま
で
陸
上
だ
し
っ
！
」

・
・
・
・
・
か
な
り
ご
乱
心
模
様
。

「
先
輩
、
落
ち
着
い
て
・
・
」

「
シ
ュ
ウ
ジ
、
ち
ょ
っ
と
付
き
合
え
。
」

・
・
・
ど
こ
に
？

聞
く
ま
で
も
無
く
強
制
連
行
。

「
な
ん
で
す
か
！
？
校
舎
裏
ま
で
連
れ
出
し
て
！
先
輩
の
ノ
ロ
ケ
話
！
？
」

「
う
る
せ
ー
！
！
そ
の
逆
だ
っ
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
逆
？

「
・
・
・
ふ
ゆ
み
に
、
別
れ
よ
う
っ
て
言
わ
れ
た
。
」

「
！
？
え
っ
・
・
」

「
付
い
て
い
け
な
い
ん
だ
っ
て
さ
。
オ
レ
の
ペ
ー
ス
に
」

ふ
ゆ
み
先
輩
・
・
そ
ん
な
唐
突
な
・
・

「
い
き
な
り
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
だ
も
ん
な
・
・
今
ま
で
で
も
陸
上
一
筋
だ
っ
た
も

ん
で
余
計
こ
じ
れ
て
さ
」

「
先
輩
は
そ
れ
で
良
い
ん
で
す
か
！
？
」

僕
は
背
伸
び
し
て
、
先
輩
の
肩
を
掴
ん
だ
。

先
輩
は
、
少
し
苦
笑
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
・
・
・
・
い
や
だ
な
。
単
純
に
」

「
だ
っ
た
ら
先
輩
に
そ
う
言
え
ば
・
・
っ
」

「
で
も
、
オ
レ
が
本
当
に
嫌
な
の
は
あ
い
つ
の
足
枷
に
な
る
の
が
、
だ
よ
」

「
・
・
・
！
」

「
あ
い
つ
に
は
幸
せ
で
い
て
欲
し
い
ん
だ
。
こ
ん
な
オ
レ
に
関
わ
っ
て
後
悔
す

る
よ
り
オ
レ
が
あ
い
つ
を
見
て
る
方
が
ず
っ
と
幸
せ
だ
と
思
う
ん
だ
。
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・
・
あ
い
つ
に
と
っ
て
も
。
」

先
輩
は
隣
の
中
学
を
見
る
。
ふ
ゆ
み
先
輩
が
、
窓
か
ら
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
。

「
ふ
ゆ
み
先
輩
は
・
・
ま
だ
テ
ツ
先
輩
が
好
き
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
」

僕
は
想
う
。
本
当
に
。

す
る
と
、
先
輩
は
泣
き
そ
う
な
笑
顔
で
僕
を
撫
で
た
。

「
さ
ー
て
、
も
う
少
し
走
る
か
！
！
」

「
先
輩
、
走
る
の
早
い
で
す
し
ね
」

先
輩
が
僕
を
見
下
ろ
す
。
う
・
・
す
ご
い
身
長
差
。

「
シ
ュ
ウ
ジ
、
良
い
事
を
教
え
て
や
る
よ
」

「
・
・
先
輩
・
・
？
」

「
大
切
な
の
は
、
前
を
向
い
て
走
る
事
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
早
く
走
れ

る
。

オ
レ
よ
り
ず
っ
と
」

「
先
輩
よ
り
・
・
？
無
理
で
す
よ
」

「
大
丈
夫
。
き
っ
と
オ
レ
は
躓
く
か
ら
」

　・
・
・
・
・
え
？

も
う
遠
く
な
っ
て
る
、
背
中
。
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「
好
き
な
ひ
と
の
名
前
を
、
お
く
さ
ん
の
名
前
を
た
く
さ
ん
呼
ん
で
　
死
ん
で

い
き
ま
し
た
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

ち
せ
・
・
？

「
シ
ュ
ウ
ち
ゃ
ん
」

ど
う
し
た
ん
だ
よ
泣
い
た
り
し
て
・
・

「
あ
た
し
・
・
夢
見
た
ん
だ
あ
・
・
さ
っ
き
」

オ
レ
も
だ
よ
。

「
み
ん
な
が
出
て
き
た
の
・
・
」

あ
あ
・
・

「
嬉
し
か
っ
た
ん
だ
・
・
会
え
て
。
」

う
ん
・
・

「
シ
ュ
ウ
ち
ゃ
ん
、
あ
た
し
達
だ
け
で
良
か
っ
た
の
か
な
・
・
？
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

「
助
け
て
あ
げ
た
か
っ
た
・
・
。
苦
し
ま
せ
な
い
で
、
殺
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
」

オ
レ
も
・
・
・
も
う
少
し
早
く
、
気
持
ち
に
気
付
い
て
あ
げ
れ
ば
良
か
っ
た
。
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・
・
生
き
て
、
欲
し
か
っ
た
。

「
シ
ュ
ウ
ち
ゃ
ん
・
・
あ
た
し
達
・
・
生
き
て
る
よ
ね
？
」

「
あ
あ
」

罪
を
、
償
い
な
が
ら
。
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（
後
書
き
）

＜
ｆ
ｏ
ｎ
ｔ
 

ｓ
ｉ
ｚ
ｅ
＝
２
＞
暗
い
・
・
・
！
！
初
め
て
の
小
説
な
の
に
暗

す
ぎ
で
す
ね
っ
・
・
！
！
（
泣
き
）

お
気
付
き
の
人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
中
に
出
て
く
る
登
場
人
物

は
す
べ
て
、

ち
せ
に
深
く
関
わ
っ
た
人
達
で
す
。
（
ち
ょ
っ
と
妄
想
入
っ
て
ま
す
が
・
・
！
）

次
回
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
も
っ
と
明
る
く
す
る
予
定
で
す
！
！
（
多
分
）
ご
了
承

く
だ
さ
い
！
！
＜
／
ｆ
ｏ
ｎ
ｔ
＞
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

少年は歩む
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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